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Bending part 1 









Wire for transformation 
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などの消化器での使用を想定し，生体内で用いることができる屈曲部の作製を行った。 
第5章は結言であり，様々な使用部位においての課題を解決する手段として作製された変形型内視鏡を総括し
て述べている。本論文では，内視鏡の変形機構を備えた対象部位の異なる腹腔用硬性内視鏡と胃瘻カテーテル交
換時に用いる内視鏡，大腸用細径内視鏡の作製を行っており，これらの内視鏡は従来の内視鏡と異なり内視鏡の
先端に複数のリンクを設けリンクごとに設置されたワイヤーを牽引することにより変形を可能にしている。変形
後，実装されてリンク内の機能を使用することが原理的に可能であることを確認している。本研究の研究目的で
ある細径化を維持したまま多様な機能を搭載した折れ曲がり変形型内視鏡の試作・設計を行い，極端に狭く狭ま
れた空間において観察・治療が難しいという課題の解決方法を提案しその有用性を実証することができた。将来
的には，更なる細径化を行うことで様々な臓器に内視鏡を用いることが可能になり，例として腹腔や大腸の他，
小腸，眼球・膀胱・心臓・胎児がいる子宮内・脳室・胸腔・鼻腔など様々な部位においても小さな切開で挿入性
を確保しながら自由度の高い様々な検査・治療の手段を提供できると期待される。 
 
